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各種化学薬品の鈎虫仔虫に対する殺滅試験

( 1) 殺卵剤jによる invitro試験

安田一郎

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 31年 8月27日 受領）

まえがき

鈎虫は姻虫と違って，卵てはなくて，府化した感染仔

虫が，経皮的，あるいは経口的に体内に侵入するととに

よって感染が成立する。そとて，鈎虫仔虫をなんらかの

化学薬品て殺滅できれば，鈎虫の感染予防上益すると ζ

ろがあると考えられる。

鈎虫仔虫に対する各種化学薬品の試験管内殺滅試験に

ついては，これまで多くの研究がなされ，各研究者によ

って有効な薬剤が挙げられた。すなわち篠原 (1907），大

磯およ ｛）＇.石井 (1925），片田 (1927)，長谷川 （1929）は，

ヅピニ鈎虫およびアメ リカ鈎虫仔虫に対して，10%塩酸，

5%石炭酸水， 100～60%エチルアルコールがもっとも

すみやかな殺滅効果を有すると報告したが，野田（1929),

次いで笹田 (1934〕は，ヨード剤， とくに 0.2%ヨ」ド

チンキの卓効性を指摘し，それを凌駕する薬剤がないこ

とを確認した。また Ritchieおよび King(1953〕は，

イヌ鈎虫およびプラジル鈎虫仔虫について，抗生物質を

合む32種の薬剤の殺滅試験を試験管内て実施し．アセ

トン，酢酸エチル，ピリジン，95%エチノレアルコールの

殺減作用がもっとも顕著なととを発見した。

ととろで，とれらの研究をみてみると，供試仔虫が殺

滅され始める時間の確認に毘点がおかれ，殺減率の時間

的推移，および作用温度と殺滅率との関係について明ら

かでない。そとて私は，最近いわゆる殺卵剤として提唱

されている数種の薬剤を用い， 上記の点を考慮に入れ

て，スクリ ーニング ・テス トを行ったから，ととに報告

する。

実験方法

被検薬剤としては， 二硫化炭素乳剤 （乳化剤25%混

Ichiro Yasuda : The effect of various chemicals 
on the larvae of hookworms. ( 1) The in vitro 

test of ovocides of ascaris. (Department of Para-

sitology, National Institute of Health, Tokyo, 

Japan.) 

入，白木由連〉，揮発性芥子油 〈東京化成〉，ネオジク ロン

新剤 （明治薬品〉，二臭化エチレン（東京化成），￥硝酸ソ

ーダ（純正化学〉の 5種を選んだ。ととてネオジクロン

新剤というのは，クレゾール4.17%，メタノール 25.56

%， トリ クロルエチレン 39.44%，パラジクロノレぺンゾ

ール 10.56%，粉末石けん5.00%，二臭化エチレン9.55

%，乳化剤メタエマーノレ5.27%を含有している製品てあ

る。

上記各薬液の稀釈は，倍数稀釈法により，水道水を用

いて， 500倍から8000倍ないし128000倍の稀釈列を作ゥ

た。ただし芥子油および二臭化エチレンは水に不溶なた

め，乳化剤エマノレゲン〈花王石鹸〉を，薬剤1に対して

4の割に混入して，稀釈した。また直硝酸ソーダはN/10

塩酸を溶媒にして稀釈した。 乙れは， 亜硝酸ソーダは

酸性メジウムてないと畑虫卵に対して，殺卵作用を発揮

しない， という報告を考慮したためであった。

鈎虫仔虫は，イヌ鈎虫仔虫，ヅピニ鈎虫仔虫，および

アメ リカ鈎虫仔虫の三種を用いたが，各仔虫は次の手続

をへたものを実験に供した。すなわち，イヌ鈎虫仔虫の

場合はイヌ鈎虫を実験的に感染させたイヌの新鮮便を，

またヅピニ鈎虫仔虫およびアメ リカ鈎虫仔虫の場合はそ

れぞれの単独感染者の新鮮便を水に溶かして泌過後遠沈

し，その沈誼を，水道水をメジワムにして27?C僻卵器中

て瓦培養した。培養後6日自に仔虫の波出したメジウム

を集め，それを遠沈し， その沈涯を再び瓦の中央にの

せ，水道水をメジウムにして一昼夜27?C僻卵器内に放置

し，仔虫を再説出させた。とのように仔虫を再説出させ

たのは，死滅した仔虫をできるだけ除くためであった。

なお実験に用いた仔虫年齢は 7-10日て、あった。

次に上記薬剤稀釈液を容量25ccのスピッツグラスに20

ccずつ入れ，とれに上？と述べた手続をへた仔虫懸濁液を

0.5ccずつ滴下した＠ 0.5cc中の仔虫数は約 700～1000

匹であった。

作用薬剤 の対照として，水道水， エマルゲン稀釈液
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c 250倍から4000倍の倍数稀釈剤），N/10鼠酸，および亜

硝酸ソーダを水道水て1000倍に稀釈したものをおいた。

浸・漬温度は，io℃， および30?0の2種とした。

観察日は，浸漬後 1日， 8日， 7 8. 14日の 4回であ

った。観察方法は次の通りである。すなわち，顕微鏡保

温装置く5070に調節〉の中に双眼解剖顕微鏡を入れ，そ

の載物机に，試料の一部 〈約 O.lcc）を入れた時計皿を

おき，鏡見した。 との場合，運動している仔虫は，その

運動がいかなる性質のものであれ， 「生Jと判定し，運

動していないものは 「死」と判定した。そして生死合計

100匹以上かぞえ，百牙率て殺減率を算出した。

実験結果

本実験は中央致死濃度 （medianlethal concentrati-

on, M. L. C.) を求めるのをめざしたのではなく ， 供

試薬剤は鈎虫仔虫に対して殺減効果をもっているかどう

か，またもっているなら，その有効限界濃度はどれくら

いかを求めるのを主な目的にした。との結果は，第 1-

10表にまとめられている。ととて数値は殺減率を示して

いる。

1. 乳化剤Z マルゲン：上に述べたように，芥子油，二

〔寄生虫学雑誌・第 6巻 ・第 1号

漬14日ては30%内外の殺減効果を示す。とれに反して，

低温ては全浸漬期間を通Uて殺減効果はみられない。最

後にアメ リカ鈎虫仔虫に対しては30℃浸漬ては，浸漬第

1日に早くも殺滅効果が現われ，浸漬14日ては対照の死

亡率 5.5%に対し，エマノレグン浸漬群は70%内外む殺減

率を示す。一方低温ては浸漬第 1 日においては~000倍稀

釈以上に， また 3 日 ては~000倍稀釈に殺減作用が若干み

とめられるが（前者てはエマノレゲン浸漬群の殺減率と対

照の死亡率の聞に が 検定て 0.1%以下の危険率て有

意な差が，また後者ては，2%以下の危険率て有意な差

がみとめられた〉。 7日以後14日てはエマノレゲンの作用は

みとめられない。というのは，エマノレゲン浸漬群の殺減

率と対照の死亡率との聞に有意な差がないからである。

2. ニ硫化最素乳剤：本薬剤稀釈液は 第2表に示す

ように，8種鈎虫仔虫に対して，殺減効果をもっ。

イヌ鈎虫仔虫に対しては，その有効限界濃度は，30°0

ては，浸漬第1日においては2000倍，第14日ては4000倍

である。 一方woでは，浸漬第1日においては1000倍，8

日以降14日ては2000倍である。

次に，有効限界濃度以下の濃度による殺減率の，浸潰

第 1 表エマノレゲユノの殺滅 率 （%）

倍 イヌ鈎虫仔虫 ヅビユ鈎虫仔虫 アメロカ鈎虫仔虫

率 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

30 
250 0.8 。。 2.4 0.7 8.-8 7.2 40.7 1.9 41.8 44. 7 73.3 

500 。。 0.7 2.4 1.6 3.7 4.0 36.5 8.8 43.9 51.9 67.6 
度 1000 2.3 0.8 4.1 1.9 2.5 9.7 8.4 32. 7 6.7 39.8 53.0 60.8 

浸 2000 。。。 3.5 2.1 5.2 12.2 69.4 8.4 40.3 52.6 72.9 

漬
4000 0.9 3.7 0.9 0.9 2.1 1.5 9.5 16.9 6.6 39.5 44.7 64,1 

対照 1.2 。。。 1.8 0.7 1.7 5.4 1.3 8.3 3.1 5.5 

10 
250 。。 0.9 0.9 4.8 3.5 8.3 12.4 10.8 9.2 61.4 93.9 

500 。。。 0.6 3.1 0.8 4.5 6.1 10.8 13.6 49.6 93.9 
度 1000 0.8 2.5 0.8 。 0.8 4.4 2.7 6.7 15.2 23.5 60.3 93.7 

浸 2000 0.7 。。。 0.6 2.8 4.3 5.6 7.2 19.2 59.0 98.1 

漬
4000 0.8 。 1.5 0.8 3.9 。 3.2 5.6 4.5 15.4 56.8 97.1 

対照 。。。。 。4.0 1. 7 2.9 3.4 11.5 69.6 94.6 

臭化エチレンは， 乳化剤 エマノレゲンを 用いて稀釈した 日数による変化をみると，8000倍稀釈，30?0浸漬第l日

が，とれ自体が鈎虫仔虫を殺滅するかどうかをみると， ては，15.2%,3日ては81.0%,7日ては50.0%と上昇

第1表からわかるように，イ ヌ鈎虫仔虫に対しては，浸 している。そとて浸漬1日と 8日の殺減率の差を χ2

漬白紙がましても，高温（30℃〉低温 (10℃〉 浸漬とも 検定て検定してみると， 0.1%以下の危険率て有意てあ

殺滅効果を示さない。ヅピニ鈎虫仔虫に対しては，高温 る（χ2二 17.867)。したがって，との低下は，実験誤差と

浸潰ては浸漬7日までは殺減効果はほとんどないが，浸 考えるこ とができない。 ととろで致死曲線は，正規累積
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第 2 表二硫化炭素の殺減率（%）

倍 イヌ鈎虫仔虫 ヅピ＝鈎虫仔虫 アメロカ鈎虫仔虫

率 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

30 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 100 100 100 100 47.1 78.6 85.9 94.9 100 100 100 100 

4000 95.7 100 100 100 31.5 65.4 84.3 78.3 97 .3 91.1 73.3 97 .9 
15デ字〈. 

8000 15.2 81.2 50.0 83.2 5.1 12.8 17 .3 26.4 13.2 11.1 28.8 11.8 

漬 対照 。。。5.3 1.5 。0.3 1.9 。0.7 5.8 5.8 

10 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 94.7 100 100 100 8.4 60.0 99.2 100 100 100 100 100 

4000 25.2 100 100 100 5.1 73.8 35.2 100 100 57.3 100 100 
浸 8000 0.9 2.8 39.5 92.9 1.5 。3.2 15.l 25.4 13.6 65.7 100 

漬 対照 。。。0.6 1.7 0.9 0.8 2.5 。 0.7 11.8 25.9 

第 3表二硫化炭素に浸漬した場合の両温度の殺i威率の比較（30°Cとあるは30°C浸漬の方が殺滅
率の高いととをさす．ナシは差のないととをいう.df = 1, Xo2.os = 3.841, 

χ。2・02= 5.412，χ02.01 = 6.635，χ。2・001= 10.827) 

倍率 1日

4000 30°C 
χ。2=137.669

イ ヌ

8000 30°C 
χ。2=10.921

2000 30°C 
χ。2=46.560

ヅピユ 4000 30°C 
χ。2=26.630

8000 
ナγ

χ。2=1.191

曲線をなすといわいるから，浸漬 8日の殺滅率81.2%の

中には，仮死した仔虫数も数えられていると考えられ

る。 しかし浸漬第14日ては， 83.2%と再び上昇してい

る。一方we浸漬ては，殺減率の低下はなく ，次第に上

昇している。

最後に，殺滅率の浸泣温度による相違をみると，第8

表に示すように，4000倍，8000倍とも，浸漬第1日にお

いて30?C浸泣の方が殺減率が高い。ととろが， 4000倍て

は浸漬第8自には両温j又の殺滅率の相違はなく ，8000倍

ては浸漬第14日には低温の方が殺減率が高い。

ヅピニ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，3Q?C浸

演では，全浸浪期間を通じて1000倍てあるが， 10℃浸涜

ては， 第 1 日 ~000倍であるに対 し， 14 日 ては4000倍に上

昇している。

3日 7日 14日

ナシ ナジ ナγ

30°C 30°C 10°C 
χ。2=6.836

30°C 10白C ナシ
χ。2=31.830 χ。2=15.337

30°C 

30°C 10°C 

30°C 30°C 
χ02=12.674 χ。2=6.057

次に有効限界濃度より低濃度の稀釈液による殺減率

の，浸潰日数による変化をみてみると，30℃てはいずれ

も上昇しているが，io℃浸漬4000倍第 7日において，さ

きにイヌ鈎虫仔虫にみられたような殺滅率の低下（73.S

%から 35.2%へ〉がみられる。 との差はが検定て，

0.1%以下の危険率て有志であるから（χ2二 15.377)，第

8日の殺滅率の中には仮死仔虫も数えられていると推定

される。

最後に浸泣温度の相違による殺減率の差は，第8表に

示すように， 2000倍，および4000倍ては，浸漬第1日に

おいては，高温の方が殺滅率が高いが，浸涜7日におい

ては2000倍ては低温が， 4000倍ては高温が向く， 14日て

は低温の方が 100%の殺減率を示している。また8000倍

ては浸漬第1日には相違がみられないが，第3日以降は
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高温の方が殺減率が高い。

アメ リカ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃j立は，30?0

浸漬ては全浸漬期間を通じて， 2000倍に留まっている

が，10°0浸演では，第1日は2000倍てある。との場合40

00倍稀釈液も 100%殺滅しているが，浸漬 8日に殺滅率

が57.3%と低下しているから，第1日の 100%には仮死

仔虫が含まれていると考えることができる。ところで，

7日ては4000倍，14日ては8000倍と上昇している。ただ

し8000倍稀釈以上は実験していないから，14日の有効限

界濃度について，確定的なととはいえない。

ととて両温度における対照群の仔虫の死亡率を比較し

てみると，第1日および第8日には有誌な差がないが，

第7日において，30205.8%の死亡率に対し，1Q?Oll.8

%となっている。 ζ の差を χ2検定て検定してみると，

2%以下の危険率て有志てある（χ2二 5.058）ο 次に 14

日ては，30'05.8%, 10"025.9%で，その差は 0.1%以

下の危険率て有意である（χ2二 19.252）。 したがって，

第 4 表 芥子 油

倍 イヌ鈎虫仔虫

率 1日 3 7 14 

30 16000 100 100 100 100 

度
32000 100 100 100 100 

64000 100 100 100 100 
浸 128000 27.0 87.3 74.5 84.1 

漬 対照 0.7 。。8.41 

10 16000 100 100 100 100 

度
32000 100 100 100 100 

64000 98.6 JOO 100 100 
浸 128000 9.8 100 100 100 

漬 対照 3.6 2.4 2.3 1.1 

〔寄生虫学雑誌、・第 6巻・第 1号

アメリカ鈎虫仔虫は，1020に放置した場合は，7目前後

から寒冷の作用をうけ，30℃に放置した場合より多数の

仔虫が死亡することになる。

最後に温度による殺減率の相違をみるに，4000倍浸漬

8日ては高温の方が殺減率が高いが，8000倍浸漬 8口の

殺減率の聞には温皮による相違がみとめられない（χ2=

0.402）。 それ以降は対照の死亡率に相違があるため，

殺滅率の差を検定てきないが，低温浸漬の方が殺減率が

高いように思われる。

3. 芥子油： 芥子油も第4表に示すように，三種鈎虫

仔虫に対して殺減効果をもっ。

イヌ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，30℃ては

全浸漬期間を通じて 64000倍であるが，WO浸漬て、は，

第1日には 64000f音，8日以降14日ては，128000倍ても

100%の殺滅率を示す。 しかし128000倍稀釈以上は実験

をしていないから，3日以降14日の有効限界濃度につい

ては確定的なことはわからない。

の 殺滅率 （%）

ヅピ＝鈎虫仔虫 アメリカ鈎虫仔虫

1日 3 7 14 1日 3 7 14 

100 100 100 100 100 100 100 100 

100 100 100 100 100 100 100 100 

100 100 100 100 26.1 100 99.0 100 

9.9 96.1 88.1 90.0 7.9 14.5 55.3 100 

1.5 。0.1 1.9 1.3 8.3 3.1 5.5 

100 100 100 100 100 100 100 100 

100 100 100 100 100 100 100 100 

100 100 100 100 85.6 100 100 100 

30.8 86.9 96~7 99.1 3.9 100 100 100 

1. 7 0.9 0.8 2.5 1.4 4.7 41.8 91.5 

第5表芥子油に浸漬した場合の両温度の殺誠率の比較 （第3表参照）

倍率 1日 3日 7日 14日

イ ヌ 128000 3χ 0°C 10°C 10°C 10°C 
。2ニ14.281

ヅピ 一一 128000 
30°C 30°C ナシ ナジ

χ。2=92.8 χ。2=6.595 χ。2=0.517 χ。2=0.605

64000 
10°C ナジ

χ。2=105.776 
アメロヵ

128000 
ナジ う・三／

χ。2=0.321
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次に128000倍浸漬における殺減率の，温度による相速 に死亡率が高い。したがって，アメ リカ鈎虫仔虫は，30

をみると，30℃浸漬1日ては，27.0%,WOては 9.8% ℃と10℃にそれぞれ放置した場合，7日前後から低温に

で，その差は が 検定て 0.1%以下の危険率て有意であ 放置した方の死亡率が高くなる。

る（χ2二14.281）。つまり 30℃浸漬の方が殺減率が高 ととて温度による殺減率の相違をみると，第5表に示

い。と乙ろが 3日ては，30℃浸漬においては87.3%であ すように，浸潰第1日においては， 64000倍ては低温の

るに対し，10℃浸漬では 100%の殺滅率を示している 方が殺滅率が高く ，128000倍ては，相違がみられない。

（第 5表） 。 ととろが浸漬3日においては， 64000倍てはともに 100

ヅピニ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，30℃， %, 128000倍ては30℃浸潰14.5%に対し， ~o 。C浸漬ては

lO?O浸潰とも，全浸漬期間を通じて， 64000倍である。 100%の殺減率を示している。

次に128000倍浸漬における殺減率の，温度による相違 4. ネオジクロン： ネオジクロン稀釈液も，三種鈎虫

をみると，第5表に示すように，浸漬第1日，および第 仔虫に対して殺減効果を示す（第6表〉。

8日には30?0浸漬¢，方が殺減率が高いが，第7日および まずイヌ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は3070浸

第14日ては温度による相違がみとめられない。 漬ては全浸漬期間を通Uて1000倍、であるに対しs WO浸

アメリカ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，30°0 漬ては全浸漬期聞を通じて2000倍てある。

では，浸漬1日， 32000倍，8日および 7日， 64000倍 次に殺減率の時間的経過をみると，第6表からわかる

である。 14日ては，128000倍ても 100%殺滅を示すが， ように，2000倍30?0浸演において，第1日91.2%，第8

128000倍以上は実験していないから，有効限界濃度につ 日17.0%と下降している。との差は が 検定て 0.1%以

いては確定的なことはいえない。一方10℃浸漬ては，第 下の危険率で有志であるから〈が二 164.57!5),91. 7 % 

1日においては 32000倍てある。 8日，7日，14日て の中には仮死仔虫が入っているととになる。ととろが 7

は，128000倍ても 100%殺滅を示すが，128000倍以上は 日ては86.7%, 14日ては94.7%と上昇している。一方10

実験していなし、から，有効限界濃度について確実なとと 。04000倍浸演では，第1日10.8%，第8日 2.6%と下降

はわからない。 している。との差は が 検定て 5%以下の危険率て有意

次に対照の死亡率の温度による相違をみると，第1日 である （x2二 4.8?9）から，10.8%の中にもやはり仮死

ては30℃，1.3%,lQ?O, 1.4%で，T検定て有意な差が 仔虫が入っているζ とになる。ところが 7日ては， 5.7 

ない（χ2二 0.207)。第3日ては，30℃， 8.3%, 10℃ %, 14日ては18.2%と上昇している 0

4.7%で， その差は有意てない（χ2二 1.665）。 ととろ 最後に，温度による殺滅率の相違については，第 7表

が，第7日ては，30?0, 3.1%, ~o℃， 41.8%, 14日て に示すように，4000倍，8000倍とも，全浸漬期聞を通り

は，30℃， 5. 5%, we. 91. 5%で，低湿の方が明らか て差がみとめられない。

第 6表ネ オ ジク ロ シ の 殺 i威率 （%）

倍 イヌ鈎虫仔虫 ヅピニ鈎虫仔虫 アメロカ鈎虫仔虫

率 1日 3 7 14 1日 3 7 14 1日 3 7 14 

30 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 91.2 17.0 86.7 94.7 100 100 100 JOO 100 100 100 100 

4000 1.6 3.2 7.8 21. 7 5.6 26.3 95.8 100 100 100 100 100 
浸 8000 。0.6 0.7 3.0 2.1 0.7 9.6 48.9 23.4 38.4 95.8 100 

漬 対照 。。。5.3 1.5 。0.3 1.9 。0.7 5.8 5.8 

10 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

4000 10.8 2.6 5.7 18.2 3.4 4.0 22.8 97.5 100 100 100 100, 
浸 8000 0.8 。0. 7 4.0 0.7 0.6 2.5 8.7 4.4 31.8 90.8 99.2 

漬 対照 。。。 0.6 1. 7 0.9 0.8 2.5 。0.7 11.8 25.9 
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第7表 ネオジクロシに浸漬した場合の両温度の殺減率の比較（第3表参照）

倍率 1日 3日 7日 14日

4000 10°0 
ナジ ナ三／ ナジ
χ。2=0.451 χ。2=0.531 χo2=0.029 

イ ヌ

8000 ナジ ナ三／ ナジ ナシ
χ。2=0.451 χ。2=0.008

4000 
ナシ 30°C 30°C ナシ
χo2=0.283 χ。2=22.098 χ。2=159.021

ヅピ 一一
8000 

ナジ ナシ 30°C 30°C 
χ。2=0.218 χ。2=0.393 χ。2=4.191 χ。2=49.893

アメリカ 8000 
30°C ナジ
χ。2=18.057 χ。2=1.283

ヅピニ鈎虫仔虫に対してに，有効限界濃度は，30℃浸 倍ては，浸漬第1口ては，30°0浸漬の方が殺減率が高い

漬ては，l日，8日， 7日とも2000倍， 14日ては4000倍 が，第 3日ては，相違がみとめられない（第 7表〉。そ

である。一方10℃浸漬ては，全浸漬期間を通じて2000倍 れ以降の浸漬日数については，両温度の対照の死亡率に

て、ある。 相違があるため（二硫化炭素の項参照〉，殺減率の検定を

次に殺減率の温度による相違をみると，第7表に示す するζ とができない。

ように，4000倍.8000倍とも，浸漬第1自においては， 5. ニ臭化エチレン： 二臭化エチレン稀釈液も，三種

間違がみとめられないが，第 Y日てはともに30℃浸漬の 鈎虫仔虫に対し殺滅効果をもっ（節8表）。

方が殺減率が高い。ととろが浸涜14日て、は4000倍につい イヌ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は， so:io浸漬

ては，差がみとめられない。 ては，第1日，1000倍，第 8日， 第 7日， 第14日， とも

アメリカ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，第1 に4000倍である。一方lQ?Oては，第1日および第3日，

日，第 3Fl，第7日ては， 4000倍である。第14日ては， 1000倍，第7日および第14日， 4000倍である。

8000倍においても 100%殺減を示すが，それ以上の稀釈 次に殺減率の温度による相違をみると，第 9表？と示す

度て実験していなし、から有効限界濃度について，確実 ように，2000倍ては全浸漬期間を通Uて差がみとめられ

なととはいえない。一方10℃浸漬ては，全浸漬期間を通 ず，4000倍ては浸漬第1日には30°0の方が殺滅率が高い

じて，4000倍である。 が，第7日にはともに 100%の殺減率を示す。とれに反

次に浸漬温度の相違による殺滅率の差をみると， 8000 し，8000倍ては，浸漬f;JH日には相違がないが，第 3口

第8表ニ臭化エチレジの殺滅率（%）

倍 イヌ鈎虫仔虫 ヅピ＝鈎虫仔虫 アメリカ鈎虫仔虫

率 1日 3 7 14 1日 3 7. 14 1日 3 7 14 

30 1000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 88.8 100 100 100 95.6 100 100 100 100 100 100 100 

4000 87.5 100 100 100 45.6 94.5 100 100 96.7 100 100 100 
浸 8000 。。8.1 47.7 14.2 65.9 100 100 48.2 100 100 100 

漬 対照 。。。。 。。。。 3.2 13.3 53.3 52.9 

10 1000 100 100 100 100 90.1 100 100 100 100 100 100 100 

度
2000 98.1 99.0 100 100 1.3 96.9 100 100 100 100 100 100 

4目泊 4.1 72.4 100 100 0 35.4 97.7 100 31.6 93.6 100 100 
浸 8000 0 23.1 50.4 70.9 。1.9 80.8 96.5 9.7 46.5 100 100 

潰 対照 。。。0.9 。。。。 5.1 10.8 53.4 87.1 
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第9表ニ臭化エチレミ／に浸漬した場合の両温度の殺減率の比較（第3表参照）

倍率 1日

2000 ナジ

χ。2=0.401

イ ヌ 4000 30°C 
χ。2=182.770 

8000 ナシ

2000 30°C 
χ。2=266.62

ヅビ

4000 30°C 

8000 30°C 

アメリカ 4000 30°C 
χ。2=110.431

8000 30°C 
χ。2=58.110

以降は，lQ?O浸漬の方が殺減率が高い。

ヅピニ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，30℃浸

漬 1日ては1000倍，3日ては2000倍て怠る。 7日， 14日

ては，8000倍ても 100%殺減率を示すが，それ以上の稀

釈度について実験をしていないから，有効限界濃度につ

いては確実なととはいえない。 一方 lQ?Q浸漬において

は，1 日， 500倍， 3 日，ioooイ告， 7 日， 2000倍， 14口

4000倍と次第に上昇している。

次に温度による殺減率の相違をみると，第9表からわ

かるように， 浸漬第1日， ときに浸漬第3日において

は，高温の方が殺滅率が高いが，第 7日においては，ほ

三等しい殺滅率を示している。

アメリカ鈎虫仔虫に対しては， 30~0浸漬 1 日 ては， 20

00倍である。 以下 3El, 7日， 14日では， 8000倍ても

100%殺滅を示すが，8000倍以上は実験をしていないか

ら有効限界濃度について確実なととはわからない。一

方1Q?C浸漬てはp 1日および 3日は，2000倍てある。 7

日およ び14日ては，8000倍でも 100%殺滅を示すが，8000

倍以上は実験していないから，有効限界濃－度については，

確定的なことはいえない。

乙こで対照の，温度による死亡率の相違をみると， 1

日30℃ては a.2%,we 5.1%で，ぬ検定て有意、の差は

ない〈χ2=0.258）。 8日ては30'0l3. 3 % , lQ?O 10. 8% 

で，同じく有意の差はない（χ2二 0.51)3)。また 7日ては

3日 7日 14日

ナジ ナジ ナ三／

ナシ ナシ ナジ

10°C 10°C 10°c 
χ02=39.177 χ。2=19.394

ナジ ナシ’ ナジ

30°C ナジ ナシ
χ。2=102.584

30°C 30°C ナジ
χ。2=100.905

ナシ

30℃53.3%, 10?053.4%で有志の差はない（χ2=2.079) 

ところが，14日ては30°052.1%,10℃87.1%でその差は

0.1%以下の危険率て有意てある〈χ2=45.083）。つま

り，1日， 8日， 7日ては両温度の死亡率に相違がない

が，14日ては低温に放置した方が高温に放置した場合よ

り死亡率が高いととになる。

温度による殺滅率の相違は，第 9表に示すように，40
00倍.8000倍とも，浸漬第1自には30?0浸潰の方が殺減

率が高いが， 第 8日には4000倍ては殺減率はほ三等し

く， 第 7日には 8000倍てはともに 100%の殺減率を示

す。

6. E硝酸ソーダ：本薬剤を N/10塩酸によって稀

釈したものは，三種鈎虫仔虫に対して殺減効果を示す

（第10表）。

イヌ鈎虫仔虫に対しては，その有効限界濃度は， 30℃

浸潰ては，第1日および第3日ては.128000倍ても 100

%殺滅を示すが，それ以上の稀釈度ては実験していない

から，有効限界濃度について確実なことはわからない。

しかしN/10塩酸自体ても 7日， 87.9%,14日， 97.3%

の殺減率を示しているから，128000倍以上実験しでも意

味がないと考えられる。一方10℃浸演では第1日および

第 8日， 4000倍，第7日 32000倍である。第14日ては12

8000倍ても 100%殺減を示すが，N/10.塩酸自体ても100

%殺滅を示している。

く81) 
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第10表 亜硝酸ソー ダの殺減率 （表中， E水とあるは， E硝酸ソーダを水にて1000倍に稀釈したもの）

倍

率
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64000 

浸 128000

}.:/10HCl 

漬亜水

対照

イヌ鈎虫仔虫

1日 3 7 14 

100 100 100 100 

100 100 100 100 

66.6 99.0 100 100 

38.3 89.0 100 100 

46.1 85.1 100 100 

43.1 79. 7 100 100 

57.2 82.0 87.9 97.3 

2.0 1.3 2.1 2.2 

0.8 0. 7 1.4 1.9 

100 100 100 100 

96.5 98.7 100 100 

81. 7 97 .2 100 100 

76.l 98.3 100 100 

80.0 82.5 92.8 100 

70.1 84.8 96.9 100 

78.8 97.8 100 100 

0 0 0 0.8 

0 0.6 0 0.9 

ヅピエ鈎虫仔虫

1日 3 7 14 

100 100 100 100 

100 100 100 100 

95. 8 100 100 100 

34. 9 100 100 100 

18. 7 91. 7 100 100 

18.8 60.4 99.2 100 

39.1 62.2 89.4 100 

2.0 0.2 0.4 86.4 

0.8 0.7 1.7 5.4 

100 100 100 100 

71. 6 100 100 lCO 

39.6 68.5 100 100 

32.6 71.0 97 .8 100 

35.7 64.3 92.8 100 

28.4 49.5 87.5 100 

66.6 83.8 97.0 100 

2.0 3.5 4.7 5.3 

0 4.0 1.7 2.9 

アメ Pカ鈎虫仔虫

1日 3 7 14 

100 100 100 100 

100 100 100 100 

24.3 96.3 96.0 100 

26.5 46.1 95.2 100 

35.4 49.0 94.8 100 

37.4 57 .6 89.2 100 

54.2 78.0 97.8 100 

4.7 5.1 13.4 15.5 

1.3 8.3 3.1 5.5 

100 100 100 100 

100 100 100 100 

92.0 100 100 100 

91.4 100 100 100 

94.6 100 100 100 

91.4 100 100 100 

96.0 100 100 100 

8.4 20.0 91.0 99.5 

1.4 4. 7 41.8 91.5 

第11表 亜硝酸 ツーダにイヌ鈎虫仔虫を浸潰した

場合の両温度の殺減率の比較（第3表参照）

倍率 7日1日 3日

8000 ナ シ ナ シ ナシ’

16000 
10°C ナ γ

χ。2=7.517χ02=0.279 
ナシ

32000 
10°C 10°C 
X02=37.083χ。2=6.756 

ナジ

64000 
ナジ10°C ナ シ

χ。2=30.244χ。2=0.392

128000 
10°C ナ シ ナシ

χ02=31.880χ。2=3.197

N/10HCl 
10°C 10°C 10°C 
X02=16.379χ02=17.251 

浸漬温度による殺減率の相違は， 第11表に示すよ う

に，第 1日には低温の方が殺減率が高いが，第 8日には

32000倍を除いて相違がみとめられない。また N/10塩

酸の両温度における殺減率を比較 してみると，第 1日お

よび第7日ては，低温の方が殺減率が高いが，第14日て

はほとんど相違がみとめられない。

ヅピニ鈎虫仔虫に対しては，有効限界濃度は，30?C浸

漬ては，第 1B. 8000倍，第 3日， 32000倍，第 7日，

64000倍と上昇している。 14日ては128000倍ても 100%

殺減を示すが，溶筋Ucる N/10庖酸ても 100%殺滅を示

している。一方lQ?C浸漬ては，第 1日.4000倍，第 8日

8000倍，第 7日， 16000倍と上昇している。第14日では

128000倍ても 100%殺滅を示しているが，N/10塩酸自

体も 100%殺滅を示している。

第12表亜硝酸 ソー ダにヅピニ鈎虫仔虫を浸漬し

た場合の両温度の殺減率の比較 （第3表参照）

14日

ナシ

ナ シ

ナシ

ナシ

ナジ
倍率 1日 3日 7日 14日

16000 
30°C 30°C 
Xo2=87.510 

ナジ ナ ジ

32000 
ナ シ 30°C 

Xo2=0.157 
ナ シ ナ γ

64000 
10°c 30°C 
X02=9.352χ02=23 .262 

ナジ ナジ

128000 
ナ γ ナ シ 30°C 

Xo2=3.393χ02=2.943 
ナ ジ

N/10HCI 
ナジ

χ02=3.830 
ナジ10°C 10°C 

Xo2=17. 731χ。2=7.269

ナ シ
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次に，浸漬温度による殺滅率の相i主をみると，第12表

に示すよろに，浸漬坑1日では， 16000倍ては30℃の方

が殺減率高く ， 32000倍ては相違なく ， 64000倍ては10

ocの方が高い，ととろが，第 8口ては30°Cの方が高く ，

第 7日てはほとんど相泣がみとめられない。また N/10

塩酸の場合には，第1且，および第3日には1QPCの方が

殺減率が高いが，第 7日には温度による相違がみとめら

れない。

最後にアメリカ鈎虫作虫に対しては， 有効限界濃度

は，30?C浸漬筋1日，第 8日，第 7日ともに8000倍であ

る。 14日では128000倍ても 100%殺滅を示すが， N/10 

塩酸においても 100%殺滅を示している。一方10℃浸漬

ては，第1日ては8000倍である。第 3円，第 7日，第14

Hては， 128000倍ても 100%殺滅を示すが，N/10塩酸

ても 100%殺滅を示している。

第13表亜硝酸ソ｛ダにアメロカ鈎虫仔虫を浸漬

した場合の両温度の殺減率の比較

（第3表参照）

1日 3日

16000 10°C ナシ
χ。2=139.019

32000 10°C 10°C 
χ。2=137.990 

64000 10°C 10°C 
χ。2=104.196

128000 10°C 10°C 
χ。2=81.573

N/10HCI 10°C 10°C 
χoz=61.462 
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は，307C浸漬てはほとんど殺減作用を示さない。ととろ

が，io℃ては，死亡率は 8日，20.0%,7日， 91.0%,

14日， 9'1.590て，それぞれに対応する対照の死亡率との

問に有志差があるは日とは 0.1%以下の， 7日とは同

じく 0.1%以下の，14日とは 5%以下の危険率て有意〉

したがって，亜硝酸ソーダ1000倍稀釈水は， 10℃てアメ

リカ鈎虫仔虫に作用させたとき，かなりの殺減効果を示

す，というととができるむ

とれまで述べたことから，亜硝酸ソーダは N/10塩酸

に稀釈しないと顕著な殺仔虫作用を発陣しないことがわ

かる。

ととて，方向を転じて， 亜硝酸ソーダ稀釈液（N/10

塩酸て稀釈したもの〉の殺減率と，塩酸自体による殺減

率を比較してみると，ヅピニ鈎虫仔虫に対して，30°0浸

漬第1日， 32000倍以上， 10℃浸漬第1日， 16000倍以

上，第8日，16000倍以上，またアメリカ鈎虫仔虫に対し

て，30℃浸漬第1日 16000倍以上，第 3日， 32000倍

以上ては，亜硝酸ソーダ N/10塩酸稀釈液の殺減率は，

N/10塩酸単独の殺滅率より低い。このととは，亜硝酸

ソーダと塩酸が化合した結果生成される亜硝酸の極微量

の存在は，N/10塩酸の殺減作用を抑制するのではない

か，という疑問を起させるυ ただし，イヌ鈎虫仔虫の場

合は，30℃浸漬1日． 32000倍と128000倍にしかとのよ

うな傾向はみられない。

考察

1.供試薬剤の三種鈎虫仔虫に対する効力の比較 ：有

効限界濃度を指標にして，鈎虫仔虫に対する供試五薬剤

の薬効を比較すると，第14表に示すように，芥子油の薬

効がいちばん強い。すなわち， 30°0浸漬では，イヌおよ

びヅビ、ニ鈎虫仔虫に対して， 64000倍，アメリカ鈎虫仔

次に温度による殺減率の相違をみると，第四表に示す 虫に対して， 32000倍である。 10℃ては，ヅピエ鈎虫仔

ように，第18，第8口とも10℃の方が殺減率が高い。 虫に対して 64000倍，イ ヌおよびアメリカ鈎虫仔虫に対

それ以降は，対照の死亡率に相違があるため，検定てき して 32000倍である。次に位するものは，亜硝酸ソーダ

ないが， 相違がないのではないかと考えられる。 また で，30℃浸漬ては，イ ヌ，ヅピニ，アメ リカ鈎虫仔虫に

N/10塩酸の場合も，第 1日， 第 8日とも低温の方が殺 対して，ともに8000倍，lQ?C浸漬ては，アメ リカ鈎虫仔

減率が高い。 虫に対してはともに4000イ告である。それ以外の薬剤は，

これまでは N/10塩酸て稀釈した場合の亜硝酸ソーダ 鈎虫仔虫の種類，また同ーの種類ても浸漬温度どとにJI医
稀釈液の殺仔虫作用をみたから，次に水道水て1000倍に 位がまちまちであるため，優劣をきめがたいが，ネオジ

稀釈した場合の作用をみると， イヌ鈎虫仔虫に苅して クロンが他の二薬剤に比して薬効が高いように思われ

は，30°C, 10°0浸漬とも殺仔虫作用を示さない（第10 る。浸漬 7日においても芥子油の薬効がいちばん強く ，

表〉。ツピニ鈎虫仔虫に対しては，30'C浸漬14日を除いて 次に位するものは，亜硝酸ソーダである。それ以外の薬

同じく殺仔虫作用がない。なお 30.'C浸演 14日には 86.4 剤は，浸漬第1日の場合と問。く優劣をきめがたいが，

%の殺減率を示している。アメ リカ鈎虫仔虫に対して 二臭化ェチレンの薬効が他の二薬剤に比して幾牙強いよ
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第14表 各薬剤の有効限界濃度（＊はそれ以上の稀釈倍率にて実験を行っていないもの）

浸涜日数 浸漬温度 仔虫種類 ニ硫化炭素 芥子油 ネオジクロユノ ニ臭化エチレジ 亜硝酸ソーダ

30 イ ヌ 2000倍 64000 1000 1α氾 8000 

1 ヅ ピ 一一 1000 64000 2000 1000 8000 
度 ア メロヵ 2000 32000 4000 2000 8α）（） 

10 イ ヌ 1000 32000 2000 1000 4000 
日

ヅ ピ 一一 1000 64000 2000 500 4000 
度 アメ ロヵ 2000 32000 4000 2000 8000 

30 
イ ヌ 2000 64000 1000 4000 128000 

7 ヅ ピ 一 2000 64000 2000 8000* 64000 
度 アメロヵ 2000 32000 4000 8000* 8000 

日 10 
イ ヌ 4000 128000本 2000 4000 32000 

ヅ ピ 一一 2000 64000 2000 2000 16000 

度 アメロヵ 4000 128000* 4000 8000* 128000牢

うに思われる。なお浸漬 7日の匝硝酸ソーダの殺滅効果

が浸武1日に比べて，きわめて高いのは，溶媒として用

いた N/10塩酸の殺減効果にもとづいている。 ところ

で，薬効のこの順位は，小林らく1955）が，二臭化エチ

レンを除く他の四種薬剤を用い，ヅピニ鈎虫卵に対して

in vitroて行った殺滅試験の結果にほ三合致している。

すなわち，彼らによると，その順位は，芥子油，直硝酸

ソーグ，二硫化炭素乳剤，ネオジクロン新剤の順序であ
可

壬；〉。

2.殺減率と浸漬温度および浸漬日数の関係 ：二硫化

炭素にイヌおよびヅピニ鈎虫仔虫を浸漬した場合，芥子

油にイヌおよびヅピニ鈎虫仔虫を浸潰した場合，ネオジ

クロンにアメ リカ鈎虫仔虫を浸泣した場合，二臭化ェチ

レンにイヌ，ヅピニおよびアメ リカ鈎虫仔虫を浸潰した

場合，浸泣第1日の有効限界濃度の（倍数稀釈列におけ

る〉 し あるいは 2段上の稀釈において，浸漬第1日，

あるいは第 3日ては，30・c浸漬は10・c浸漬より高い殺滅

率を示し， その差は惟計学的に有意であった。 ところ

が，浸漬第8日，あるいは第7日，あるいは第14日にお

いてよ，温度による殺減率の差がなくなるか，逆に低71.1

浸泣の方が向い殺減率を示した。とのことは，浸漬1日

の有効限界濃度が30℃は1010より高いのに，浸泣 7日て

は逆に低くなっているととからも明らかてある（第14

表〉。とれとは逆に，匝硝酸ソーグおよびN/10塩酸にお

いてほ，三種鈎虫仔虫とも，浸涜第1日には低温の方が

殺滅率が高いが，浸漬日数が進むにつれ，温度による殺

減率の相違がみられなくなった。ところで，低温浸漬後

期において， 殺減率が高まるのは， 薬剤の作用ではな

く，寒冷の作用てはないか，という疑問がわくが，アメ

リカ鈎虫仔虫の場合を除いて，対照群の浸漬後期の死亡

率が浸漬第1口のそれと大差のないζ とから，この点は

否定できるように思われる。また生死の判定方法に不備

があるのではないか，という疑問がわく 。もちろん木実

験て用いられた方法が完全なものだとはいえないが，も

しまったく不備なら浸漬前期および後期を通Uて，低

温の殺減率が低くなる，と想像される。とすると，ζ の

疑問も否定できるように思われる。

鈎虫仔虫に対する殺減効果の温度による相違につい

て，とれまで報告はないが，畑虫卵および鈎虫卵に対す

る殺減効果の，温度による相違については，松村ら（19

54），柳沢ら（1954），久rlt見（1955），小林ら（1955）によ

って報告され，低温時は高温時より殺卵効果が劣るとと

に実験結果が一致しているむとくに柳沢らは，温度10℃

ずれるどとに，有効限界濃度は倍数稀釈列において，一

段階あるいはそれ以上ずれると報告した。ととろが，木

実験ては，一部においてはたしかにそういう傾向がみと

められるが，高温と低温の有効限界政皮が一致している

ことの方が多い（第14点〉。また久沖見（1955a.b.）に

よると，姻虫卵を平均気温15℃て，二硫化炭素1000倍液

、に1週間浸泣したとき，殺卵率16%,2週間60%,3週

間86%, 4週間86%，一方ー10°0て浸潰したとき，1週

間2%, 2週間22%,3週間75%,4週間67%で，鈎虫

仔虫を二硫化炭素に長期間浸潰した場合みらたれよう

に，低温の殺減率が高温のそれを凌駕する傾向はみられ
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ない。また本実験にみられたように，亜硝酸ソーダは浸

漬第1日においては低温時の方が殺減率が高いという事

実は，匝硝酸塩に酸を加えるととによって生成される亜

硝酸水は低温時においてのみ安定て、あるという化学上の

事実に合致しているが，ヅピニ鈎虫卵に対しては亜硝酸

ソーダ N/10塩酸稀釈液は高温時の方がやはり殺卵効果

が強い。とれらのととから木実験において用いられた薬

剤に対しては，仔虫は卵と違った振舞い方をするととが

わかるが，とれについては第二報において考察するとと

にして，ととでは， N/10塩酸は低温時において殺滅率

一が高いという本実験の結果に関連させて，一つのととを

述べておきたい。

はじめに述べたように，塩酸の殺減効果については，

ζ れまで多くの研究者によって実験がなされたが，その

・低稀釈液の致死時聞に一致のないととが注目されてい

た。たとえば大磯ら (1925）は， 0.2%塩酸のヅピニ鈎

虫仔虫に対する致死時聞を12~13 日と報告したが，長谷

川 (1929）は， 28日とした。また 0.5%塩酸に対し，前

者は 3-4日，後者は10-11日と報告した。との相違は

一部は Ritchieおよび King(1953）の強調する個体

差によると考えられるが，一部は作用温度の相違による

のではないか，と推測される。すなわち大磯らは， 18-

19℃て薬液に作用させ，長谷川は28-35℃て作用させて

いる。もちろん本実験における作用温度は 10°0であっ

て， 18-19℃ではないが，本実験の結果は，かつて問題

であった不一致を説明する一つの示愛となるであろう。

3. 三種鈎虫仔虫の薬剤に対する抵抗性の比較 ：いま

浸漬第1日の，ヅピニ鈎虫仔虫およびアメリカ鈎虫仔虫

に対する各薬剤の有効限界濃度をみると（第14表〉，二硫

化炭素，ネオジクロン，二臭化エチレンてはアメリカ鈎

虫仔虫のそれはヅピニ鈎虫仔虫のそれの 2倍〈ただし二

臭化エチレンwe浸漬ては 4倍〉になっている。また30

℃浸漬第1日の上記三種薬剤に対する殺減率を比較して

も，二硫化炭素4000倍に対しヅピニ鈎虫仔虫31.5%，ア

メリカ鈎虫仔虫97.3%，ネオジクロン4000倍に対しヅピ

ニ鈎虫仔虫 5.6%，アメリカ鈎虫仔虫 100%，二臭化エ

チレン4000倍？と対しヅピニ鈎虫仔虫45.6%，アメリカ鈎

虫仔虫96.7%，というふうに，ヅピエ鈎虫仔虫の方が抵

ー抗性が強い。ととろが芥子油に対しては，とれが逆て有

効限界濃度は，アメリカ鈎虫仔虫はヅピニ鈎虫仔虫の半

分てあり，また128000倍30°0浸漬1日の殺減率をみても

ヅピエ鈎虫仔虫90.9%，アメリカ鈎虫仔虫 7.9%という

』ふうに，アメリカ鈎虫仔虫の方が抵抗性が強い。また亜
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硝酸ソーダに対しては，殺減率からみると30℃ 16000倍

浸漬 1日ては，ツピニ鈎虫仔虫95.8%，アメリカ鈎虫仔

虫24.3%となり，ヅピニ鈎虫仔虫の方が低抗性が弱いが，

10°0 16000倍浸漬1日ではブピニ鈎虫仔虫39.6%，アメ

リカ鈎虫色虫 2.0%で，ヅピニ鈎虫仔虫の方が抵抗性が

強い。 かつて Svensson(1927)，長谷川 (1929）稲留

(1932），笹田 (1934），大浜 (1941）らは，ヅピニ鈎虫仔

虫はアメリカ鈎虫仔虫より薬剤に対して抵抗性が強い，

といったが，現在の実験結果からみると，薬剤の種類お

よび作用温度によって相違があり，断定的にいえないよ

うに思われる。

次にイヌ鈎虫仔虫の薬剤に対する抵抗性を，他の二鈎

虫仔虫のそれと比較してみよう。まず二硫化炭素4000倍

30℃浸漬1日イヌ鈎虫仔虫に対する殺減率は95.7%，ヅ

ピニ鈎虫仔虫のそれは31.5%，アメリカ鈎虫仔虫のそれ

は97.3%である。したがってイヌ鈎虫仔虫はヅニピ鈎虫

仔虫より二硫化炭素に対して抵抗性が弱く，アメリカ鈎

虫仔虫とほぼ等しい抵抗性を有する〈上記イヌ鈎虫仔虫

の殺減率とアメリカ鈎虫仔虫の殺減率の聞にが検定

て有意の差がない。 χ2=0.196）。 芥子油128000倍に対

し， 30℃浸漬1口ではイヌ鈎虫仔虫の殺減率は27.0%,

ヅピニ鈎虫仔虫のそれは90.9%で，イヌ鈎虫仔虫の方が

低抗性が強い。ネオジクロン4000倍30?0浸漬1日ては，

イヌ鈎虫仔虫の殺減率は 1.6%，ヅピニ鈎虫仔虫のそれ

は 5.6%で， その聞にが検定て有意の差がない〈χ2

二 1.864）。したがって，ネオジクロンに対してはほぼ

同等の抵抗性をもっ。二臭化エチレン4000倍30℃浸漬1

日ては，イヌ鈎虫仔虫の殺滅率は87.5%，ヅピニ鈎虫仔

虫のそれは 45.6%で， イヌ鈎虫仔虫の方が抵抗性が弱

い。また亜硝酸ソーダ 16000倍30℃浸漬1日ては，イス

鈎虫仔虫の殺減率は 66.9%, ヅピニ鈎虫仔虫のそれは

95.8%で，イ ヌ鈎虫仔虫の方が抵抗性が強い。ところが

同稀釈度10℃浸漬1日ては，イヌ鈎虫仔虫81.7%，ヅピ

ニ鈎虫仔虫39.6%で，逆にヅピニ鈎虫仔虫の方が抵抵性

が強い。かつて片田（1927)は，イヌ鈎虫仔虫とヅピニ

鈎虫仔虫の消毒薬に対する抗抵性をしらべ，両者の聞に

相違がみられない，と結論を下した。ところが木実験の

結果は，一般的な傾向としては片田の言に一致するが，

一二の例外があることを示している。

本実験の結果ーによると，三種鈎虫仔虫の各薬剤に対す

る抵抗性の順位はだいたい次のようになる〈式中F 鈎虫

仔虫の四字省略）。二硫化炭素に対し，ヅビ、ニ＞イヌ＞

アメリカ、芥子油に対し，アメリカ〉イヌ〉ヅピニ。ネ
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オジクロンに対し，イス 〉ヅビニ＼アメ リカ。て史：化エ

チレンに対し， ヅピニ〉イス〉アメ リカ コE恒例目立ソーダ

に対し， 30℃ちhilては，アメリカ〉イスムヅピニ，lO'C

E涜でじ， γピニ〉イス〉アメリカ（た，さし 16000倍泌

泊において〉。

要約

一硫化炭素乳斉u，よド・fl由，ネオジクロン新剤，二！，（：化

エチレン，亜石｛＇j酸ソーダの，イヌ，ヅピニ，アメリカ鈎

虫ff虫に対ナるスクリーエング・テストを試験管内て尖

胞し，次の結果をえた。

1.五種薬剤陥釈液 はともに， 殺ff虫作用を示しセ

か，芥子油の作旧がもっとも強く ，~泣 1 日 において，

32000イム あるいはそれ以上て， 仔虫{C100%殺滅し

た。次にilli硫目安ソーグの作！日が強かったが，それはN/10

血酸によって碕釈したもののみが殺仔ili作用を示した。

2.浸泣第 1j=.Jには，8j7Jut(30 C）浸mの方が殺減率が

I~ ";jし、が，浸ち＇l3円， もるいは 7日ては，低温 Clo。C) ~.，｝ 

mの殺減率と商品l浸mのそれとの問には相違がないか，

あるいは前者が後者を上まわる傾向がみられた。

3.一般にいって， ヅピニ鈎虫仔虫はアメ リカ鈎虫仔

虫より薬剤に対する抵抗性が強いが，芥子油は例外て，

アメリカ鈎虫イ子虫のみ・が抵抗性が強かった。一，二の例

外はあるが，イヌ鈎虫仔虫の薬剤に対する抵抗性は，ヅ

ピニ鈎虫仔虫のそれと大差がなかった口

稿を終るにあたり，ど指導お よびど校聞を賜わった部

長小宮義孝博士に深謝するとともに，当地方では入手が

きわめて困難であった尖験材料入手に種々のど便宜を

はかられた，小宮義孝博士，山梨医学研究所の杉浦三郎

博士，横浜医科大学の永井陀吉博士，千葉大学公衆衛生

学教室の水野哲夫氏，片波見重兵衛氏，および新潟県十

日町保健所の小出一郎氏に以〈感謝の意を捧げます。
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20. 

Summary 

The larvacidal action of :five ovocides (Carbon 

Bisulphide, Mustard oil，“ Neo・Gikuron，＇’ Ethylen

Dibromide and Sodium Nitrite) against the larvae 

of hookworms was studied. The results were 

summarised as follows: 

1. Mustard oil was found to be the most ef-

fective chemical. It killed all larvae in a con-

centration of 1 : 32000 or more at 24 hours after 

the immersion. Sodium Nitrite killed all larvae 

in a concentratien of 1 : 8000 at 24 hours after 

the immersion, only when it was diluted with 

0 .1 N H Cl. Otherwise it was ine旺ective.

2. On the 1 st day after the immer:::.ion the 

larvacidal action was stronger at higher temper-

ature than at the lower one, but the 7th day or 

more this di旺erencenearly disappeared. 

3. The resistance of Ancylostoma duodenale was 

stronger than that of Necator americanus, but the 

latter against Mustard oil was stronger. Gene-

ally speaking, Ancylastoma caninum was as resi‘ 

stant as .Ancylostoma duodenale. 




